
8月10日号
2016年

　〒312-8501
ひたちなか市東石川２丁目10番１号

☎029（273）0111

■発行・編集　ひたちなか市広報広聴課
毎月10日・25日発行

http://www.city.hitachinaka.lg.jp

No.520世界とふれあう自立協働都市～豊かな産業といきいきとした暮らしが広がる元気あふれるまち～

Contents目 　　　次
第７次市行財政改革大綱の実績…
いきいき茨城ゆめ国体 2019� ……
まちづくりを語る⑥
総合防災訓練開催…………………
デジタル無線で医療機関との通信訓練
魚食の普及推進に関する条例制定記念シンポジウム
まちの話題
終着駅サミット＆ローカル鉄道サミット開催
くらしの情報
（図書館・コミセン・相談・募集・保健・健康診査・案内）

第 22 回　ひたちなか祭り�………

2
3

4
5
6
7

8-11

12

…
…

…
…
…
…

…

【

　

私
た
ち
は
、
少
年
消
防
ク
ラ
ブ
で
す
。
災
害
か
ら
身

を
守
る
知
識
や
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
、
各
小
学
校

の
4
年
生
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
入
り
、
7

月
21
日
と
22
日
に
、
笹
野
消
防
署
と
神
敷
台
消
防
署
へ

１
日
体
験
入
署
し
ま
し
た
。

　

災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
の
私
た
ち
の
行
動
は
「
ま
ず

自
分
の
身
を
守
り
、
そ
し
て
周
り
の
人
と
助
け
合
う
こ

と
」。
隊
員
の
方
と
一
緒
に
煙
の
中
を
進
む
訓
練
や
放

水
訓
練
な
ど
に
挑
戦
し
た
後
、
障
害
物
突
破
訓
練
を

見
学
し
、
隊
員
の
救
助
に
向
か
う
早
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
い
ざ
と
い
う
時
、
行
動
す
る
に
は
、
日
頃
の
準
備

が
大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

8
月
27
日
に
は
、
家
族
で
参
加
で
き
る
総
合
防
災

訓
練
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
で
参

加
し
て
、
災
害
に
強
い
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

�

【
４
面
に
関
連
記
事
「
総
合
防
災
訓
練
開
催
」】

体
験
入
署
で
学
ん
だ

「
日
頃
の
準
備
と
心
が
け
」
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◆利用予定のない市有地の売却や土地区画整理事業の見直しなど、以下の取組により３年間の財政効果額の合計は、約84億円となりました。

◆市民との協働の推進、市民サービスの向上、市役所業務の効率化などの効果
第７次ひたちなか市行財政改革大綱においては、従来の「量の削減」による改革のほか、「サービスの質の向上」を目指した取組も実施しました。

※六ッ野地区土地区画整理事業については、見直し前の計画をそのまま進めた場合に、実態として見込まれる総事業費約255億円と、見直し後の事業計画における
総事業費約176億円との差額を、見直しによる削減効果額として計上しました。
※複数年度に渡って効果があると認められるものは、取組を実施した年度以降の年度において生じる効果額も合計しています。

財政基盤の確立と
更なる市民との
協働の推進

～誰もが暮らしたくなるまちの
� 実現を目指して～

第７次ひたちなか市行財政改革大綱の実績をお知らせします

　市では、平成25年２月に「第７次ひたちなか市行財政改革大綱」を
策定し、平成25年度から平成27年度までの３か年を推進期間として、
「財政基盤の確立と更なる市民との協働の推進～誰もが暮らしたくなる
まちの実現を目指して～」を基本理念に行財政改革を進めてきました。
　このたび、「第７次ひたちなか市行財政改革大綱」の推進期間が終了
しましたので、取組実績をお知らせします。

【問合せ】行政改革推進室☎ 1256※第７次ひたちなか市行財政改革大綱３か年実績の全文については、市ホームページ（行政改革推進室）をご覧ください。

行財政改革の取組による財政効果額 ３年間の効果額合計
▲

約84億円
改　革　課　題 取　組　の　概　要 効果額（千円）

歳入増加
未利用市有財産の活用と売却 利用計画のない市有地を23区画（4,273.75㎡）売却しました。 59,699
市税収納率の向上 不動産会場公売により４件の差押物件を公売しました。 6,560

歳入増加額計（Ａ） 66,259

歳出削減

ひたちなか市くらしの便利帳
の経費節減

平成26年度に発行したくらしの便利帳について、発行・配布に要する費用を、全て広告
収入によりまかなうことで節減しました。 1,456

自治体クラウドの検討
平成26年11月から、住民データなど市が業務に使用するデータの管理方法を、庁内サー
バによる管理から、委託先事業者のデータセンターで管理するクラウド方式に変更したこ
とにより、サーバの維持管理に要する費用を削減しました。

36,122

補助金等の見直し 平成25年に開催された補助金等審査委員会の提言を踏まえ、１件の補助金について金額
を見直しました。 296

ひたちなか市民債の発行 市民債の発行により、銀行借入の場合と比較して利息の支払額を節減しました。 3,639
土地区画整理事業の見直し
（六ッ野地区）

既存の道路を活かし、家屋移転の戸数を削減するよう事業計画の見直しを行うことにより、
施行期間を短縮し、事業費を圧縮しました。 7,854,000

土地区画整理事業の見直し
（東部第１地区）

傾斜地部分の換地の位置を一部変更することで、大規模な盛土造成に要する費用を削減し
ました。 420,000

歳出削減額計（Ｂ） 8,315,513
財政効果額（Ａ）＋（Ｂ） 8,381,772

改革課題 取　組　の　概　要 主な効果・今後の取組

公民館等の地域による
管理運営の推進

平成24年度から地域による運営が開始された１中地区コミュ
ニティセンターに続き、これまで市が直接運営してきた全ての
公民館等を地域により運営していただくこととしました。

地域の活動拠点としての利用が促進され、コミュニティ活動が
これまで以上に活性化することが期待されます。

安全安心のまちづくり
の推進

適正に管理されていない空き家等について、地域住民から提供
された情報などに基づき、税情報による所有者の調査や現地調
査を実施し、市内の空き家の実態把握に努めました。また、危
険度の高い「特定空家等」の認定基準や、危険を回避するため
に市が実施する措置などを定めた条例・規則を制定し、平成
28年４月１日から施行しました。

市民の生命や財産等の保護及び地域環境の保全のため、空き家
対策に係る市の役割が明確化されました。今後も，自治会等と
の連携のもと空き家等の情報収集に努め、適正に管理がされて
いない空き家等の所有者に対しては、適正管理の指導・勧告等
を実施します。

ひたちなか市公共施設
等総合管理計画の策定

市内の公共施設は、今後予想される人口減少に伴い、利用需要
も減少していくと考えられることから、長期的な視点により施
設の更新・統廃合・長寿命化などを計画的に行う必要があるため、
平成27年11月に公共施設等総合管理計画を策定しました。

計画に基づき、施設の再配置・長寿命化の推進・維持管理費の
適正化に取り組むことで、財政負担の軽減、平準化を目指します。

新分庁舎の建設

老朽化が著しい現業棟を解体・撤去し、平成26年 10月に第
３分庁舎を建設し、同年12月から供用開始しました。第３分
庁舎には、１階に福祉部門の部署、２階に教育委員会を配置し
たほか、災害対策本部の拠点とするため、非常時発電設備など
の防災機能を整備しました。

那珂湊支所に配置していた教育委員会を第３分庁舎に移転した
ことにより、組織の分散配置により生じていた非効率性が解消
されました。また、福祉事務所を第３分庁舎に移転したことに
より空いた本庁舎１階のスペースに、企業合同庁舎から上下水
道料金窓口を移設し、総合窓口の機能強化を図りました。

夏
の
健
康
管
理

保健師の

24

　

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。
夏
は
、

暑
さ
で
身
体
に
負
担
が
か
か
り
や
す
い
季
節
で

す
。
夏
を
上
手
に
乗
り
切
っ
て
、
秋
ま
で
疲
れ

を
残
さ
な
い
よ
う
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

■
エ
ア
コ
ン
は
適
度
に
上
手
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
25
～
28
℃
（
外
気
と
の
温
度
差
は
３

～
４
℃
を
目
安
）
寒
さ
を
感
じ
な
い
レ
ベ
ル
に
。

●
エ
ア
コ
ン
の
風
に
は
直
接
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。

●
上
着
や
靴
下
な
ど
の
服
装
で
調
節
す
る
。

　
　

体
を
冷
や
し
す
ぎ
る
と
、
手
足
の
冷
え
、
鼻
水
や
の
ど
の
痛

み
、
頭
痛
と
い
っ
た
風
邪
に
似
た
症
状
か
ら
、
食
欲
不
振
や
下

痢
、イ
ラ
イ
ラ
感
、肩
こ
り
、
腰
痛
な
ど
様
々
な
症
状
が
み
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
汗
を
か
か
な
い
と
疲
労
物
質
が
体
内
に
た
ま
る

た
め
、全
身
の
だ
る
さ
や
疲
れ
や
す
さ
の
原
因
と
も
な
り
ま
す
。

　
　

体
が
冷
え
る
と
、
交
感
神
経
が
働
い
て
熱
を
逃
さ
な
い
よ
う

に
血
管
を
収
縮
さ
せ
る
た
め
、
血
流
が
悪
く
な
り
ま
す
。

■
食
事
は
温
か
い
も
の
も
積
極
的
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

夏
は
ど
う
し
て
も
冷
た
い
も
の
を
食
べ
た
く
な
り
ま
す
が
、

エ
ア
コ
ン
の
き
い
た
場
所
で
は
、
温
か
い
食
べ
物
や
飲
み
物
を

と
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
体
を
温
め
る
シ
ョ
ウ
ガ
・
ネ
ギ
・

ニ
ン
ニ
ク
・
タ
マ
ネ
ギ
・
カ
ボ
チ
ャ
も
お
勧
め
で
す
。
ま
た
ト

ウ
ガ
ラ
シ
・
コ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
香
辛
料
も
効
果
的
で
す
。
食
欲

が
な
い
場
合
も
食
事
を
抜
い
て
し
ま
う
と
カ
ロ
リ
ー
不
足
か
ら

体
が
冷
え
や
す
く
な
り
、
ビ
タ
ミ
ン
不
足
は
だ
る
さ
や
疲
れ
に

つ
な
が
り
ま
す
。
少
量
で
も
温
か
い
野
菜
ス
ー
プ
な
ど
を
と
る

と
い
い
で
す
ね
。

■
運
動
や
入
浴
で
血
流
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

長
時
間
の
同
じ
姿
勢
は
避
け
、
歩
い
た
り
軽
い
運
動
を
し
た

り
し
て
体
を
ほ
ぐ
し
、血
液
の
流
れ
を
よ
く
し
ま
し
ょ
う
。座
っ

た
ま
ま
で
も
、
つ
ま
先
と
か
か
と
を
交
互
に
上
げ
下
げ
す
る
だ

け
で
血
流
が
よ
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
朝
夕
の
涼
し
い
時
間
帯

の
散
歩
な
ど
も
取
り
入
れ
れ
ば
、
足
の
血
流
が
よ
く
な
る
の
で

足
先
も
冷
え
に
く
く
な
り
ま
す
。
入
浴
も
、
シ
ャ
ワ
ー
だ
け
で

な
く
湯
船
に
つ
か
り
足
を
温
め
る
と
血
流
も
よ
く
な
り
ま
す
。

ふ
く
ら
は
ぎ
を
軽
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
す
る
と
効
果
的
で
す
。

■
水
分
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

水
や
麦
茶
な
ど
糖
分
の
な
い
水
分
を
と
り
ま
し
ょ
う
。
清
涼

飲
料
水
な
ど
の
甘
い
飲
み
物
は
量
を
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
睡
眠
は
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

　

暑
い
と
寝
苦
し
く
睡
眠
不
足
に
な
り
が
ち
で
す
。
エ
ア
コ
ン

や
扇
風
機
な
ど
を
上
手
に
使
い
、
気
温
や
湿
度
を
調
節
し
た

り
、
寝
具
を
工
夫
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。
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　７月 20 日㊌、（公財）日本体育協会の理事会において、2019（平成
31）年第 74 回国民体育大会の茨城県開催が正式決定しました。1974（昭
和 49）年以来、45 年ぶりの開催です。
　市内では以下の４競技を開催します。また、総合開会式・閉会式は、
笠松運動公園陸上競技場で行われます。

●会期　平成31年９月28日㊏～10月８日㊋（11日間）

開
催
協
議

陸上競技 水　泳 バレーボール サッカー

種
目
全種目 競泳・飛込

シンクロ
成年男子・成年
女子・少年男子

女子

会
場

●笠松運動公園
　陸上競技場

●笠松運動公園
　屋内水泳プール

●市総合運動公園
　総合体育館
●松戸体育館
●勝田工業高等
　学校体育館

●市総合運動公園
　陸上競技場・
　スポーツ広場

●茨城国体公式
　マスコット
　
　いばラッキー

●国民体育大会とは
　広く国民の間にスポーツを普及し、健康増進と体力の向上を図り、
生活を明るく豊かにしようとすることを目的に 1946（昭和 21）年に
始まった国内最大の国民スポーツの祭典です。現在は、オリンピック
競技会などの世界大会で活躍できる日本選手の育成や発掘、生涯ス
ポーツの推進の目的も含めて開催されています。
●市の取り組み
　全国から多くの選手、関係者が訪れる国体の開催は、ひたちなか市
を全国にアピールする絶好のチャンスです。市は大会の成功に向けて、
運営組織設立の準備や、茨城県や関係団体とのさまざまな調整、各種
イベントでの広報活動などを行っています。国体に参加する全ての
人々が活気に満ち、いきいきと活躍できる夢のある大会を創り上げて
いきます。
　※茨城国体終了後、第 19 回全国障害者スポーツ大会を開催します。

【問合せ】国体推進室☎内線2115

　前回の茨城国体（昭
和 49 年）では、ひた
ちなか市内でソフト
ボール、ラグビー、相
撲が行われ、各県の強
豪が熱戦を繰り広げ、
感激と感動に包まれま
した。

前回大会の男子ソフトボール（長堀グラウンド　現：長堀小）

45年ぶり！国民スポーツの祭典の開催決定！

※競技別の日程は年内に決定する見込みです（水泳は会期前の９月中旬に開催します）。

いばラッキーは、はるかな未来
に幸運のエネルギーでできた想
像の星「ラッキー星」から茨城
へやってきました。頑張ってい
る人を見るとアンテナが反応し
て、夢と幸運を届けます。

●
「
わ
た
く
し
、
生
ま
れ
も
育
ち
も
ひ
た
ち

な
か
市
」
で
す
。
映
画
寅
さ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
物
心
つ
い
た
と
き
か
ら
こ
の
ま
ち

を
見
て
き
ま
し
た
。
旧
日
製
水
戸
病
院
で
産

声
を
上
げ
、
幼
い
こ
ろ
は
父
の
仕
事
の
関
係

で
青
葉
町
に
住
み
、
石
川
運
動
ひ
ろ
ば
を
泥

ま
み
れ
で
遊
ん
で
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

小
学
生
に
な
っ
て
六
ツ
野
に
移
り
住
み
、
昭

和
通
り
線
を
通
学
路
と
し
て
東
石
川
小
へ

通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
当
時
、
昭
和
通
り

は
砂
利
道
で
、
人
や
車
の
往
来
も
ま
ば
ら
、

ま
ち
の
賑
わ
い
の
中
心
は
勝
田
駅
周
辺
か
ら

表
町
通
り
の
商
店
街
に
か
け
て
で
し
た
。

●
そ
し
て
、
現
在
の
市
庁
舎
建
設
を
機
に
、

新
た
な
街
並
み
が
区
画
整
理
事
業
に
よ
っ
て

形
づ
く
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
時
代
は
高
度
成

長
期
と
な
り
、
旧
勝
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
は

も
の
づ
く
り
の
工
業
都
市
へ
と
、
こ
の
こ
ろ

か
ら
都
市
計
画
道
路
を
含
め
た
都
市
基
盤
の

整
備
も
進
み
始
め
ま
し
た
。
本
市
の
ま
ち
づ

く
り
を
振
り
返
る
と
、
市
の
先
人
た
ち
は
昭

和
40
年
代
に
道
路
網
の
将
来
絵
図
を
描
き
、

借
地
に
よ
り
道
路
な
ど
の
都
市
施
設
を
先
行

的
に
整
備
し
、
そ
の
借
地
を
区
画
整
理
事
業

で
解
消
す
る
「
勝
田
方
式
」
と
い
う
、
他
に

見
ら
れ
な
い
市
独
自
の
手
法
を
編
み
出
し
、

都
市
基
盤
の
整
備
を
図
っ
て
き
た
こ
と
が
大

市
民
の
皆
さ
ま
に
よ
り
身
近
な
行
政
を
目
指
し
て
、
各

部
長
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
す
る
業
務
を
紹
介
し
な
が

ら
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
を
連
載
で
語
り
ま
す
。

き
な
特
徴
で
す
。

●
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
を
機
に
、

地
価
の
落
込
み
が
区
画
整
理
事
業
を
直
撃

し
、
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
土
地
を
集
め
、

売
却
し
た
収
益
で
事
業
を
運
営
し
て
行
く
原

則
が
破
綻
し
ま
し
た
。
こ
の
危
機
的
状
況
を

脱
す
る
た
め
、
事
業
の
見
直
し
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
秩
序
だ
っ
た
街
区
形

成
か
ら
現
在
の
道
路
を
生
か
し
た
街
区
に
変

更
し
、
交
通
結
節
点
と
な
る
駅
前
広
場
や
都

市
計
画
道
路
、
公
園
な
ど
を
含
む
重
要
な
施

設
や
住
民
の
生
活
環
境
改
善
に
必
要
な
排
水

施
設
等
を
優
先
、
か
つ
重
点
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
事
業
期
間
を
短
縮
し
、
早
期
効

果
の
発
現
と
そ
の
成
果
の
「
見
え
る
化
」
が

見
直
し
の
核
心
で
す
。

●
区
画
整
理
の
見
直
し
に
お
い
て
も
、
都
市

の
骨
格
を
築
く
都
市
計
画
道
路
の
整
備
が
重

要
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、

常
磐
線
に
よ
っ
て
東
西
に
隔
て
ら
れ
た
市
街

地
間
の
移
動
が
か
ね
て
か
ら
課
題
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
外
野
跨
線
橋
の
整
備
を
含
め
、

ひ
た
ち
な
か
地
区
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
高
め

る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
を
積
極
的
に
図
っ

て
き
ま
し
た
。
長
年
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

都
市
計
画
道
路
の
整
備
率
は
、
計
画
延
長
に

対
し
約
86
％
に
上
り
、
高
い
整
備
水
準
を
誇

り
ま
す
。
都
市
計
画
道
路
が
整
備
さ
れ
れ

ば
、
商
業
施
設
が
立
ち
並
び
、
住
宅
も
立
地

し
、
地
域
の
状
況
は
一
変
し
ま
す
。
都
市
計

画
道
路
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
け
ん
引
す
る
ば

か
り
で
な
く
、
交
通
渋
滞
の
解
消
や
円
滑
な

物
流
の
確
保
、
観
光
振
興
な
ど
、
ひ
た
ち
な

か
市
を
元
気
に
し
て
い
く
都
市
施
設
で
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
震
災
で
明
ら
か
に
な
っ
た

よ
う
に
、
緊
急
時
の
輸
送
道
路
や
避
難
道
路

と
し
て
の
機
能
確
保
な
ど
、
防
災
の
観
点
か

ら
も
都
市
計
画
道
路
の
役
割
は
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
真
に
必
要
な
道
路
の
整
備
は
、

こ
れ
か
ら
も
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
ま
た
、
都
市
計
画
道
路
と
並
ん
で
重
要
な

施
設
が
公
園
で
す
。
公
園
は
都
市
の
肺
と
い

わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
施
設

で
す
。
中
で
も
湊
公
園
は
海
の
眺
望
と
黒
松

が
調
和
し
、私
た
ち
を
魅
了
し
ま
す
。
現
在
、

親
水
性
中
央
公
園
や
名
平
洞
公
園
な
ど
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
生
態
系
の
保

全
と
そ
の
維
持
管
理
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

す
。
公
園
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
で

地
域
の
交
流
を
促
進
し
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

を
豊
か
に
し
ま
す
。
そ
し
て
、
災
害
時
の
防

災
拠
点
に
も
な
る
た
め
、
既
成
市
街
地
な
ど

で
不
足
し
て
い
る
地
域
も
含
め
、
市
民
が
必

要
と
す
る
公
園
の
適
正
配
置
に
向
け
、
整
備

を
計
画
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

まちづくりを

語る

堀川　滋
●都市整備部長

ほりかわ　しげる　55歳
都市計画課長を経て平成28年
４月から現職。趣味はゴルフ、
読書、寺社参拝

都市計画事業、都市公園、緑
化、開発許可、建築許可、土
地区画整理事業等に関するこ
となど

都市整備部の主な仕事

平成28年２月に開通した外野跨線橋



市
内
に
は
82
の
自
主
防
災
会
が
あ
り

ま
す
。
今
回
は
、
那
珂
湊
第
二
小
学

校
を
中
心
と
し
て
実
施
し
て
い
る

「
地
域
と
学
校
の
合
同
避
難
訓
練
」

に
つ
い
て
、
七
町
目
自
主
防
災
会
長

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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　市では、自主防災会（自治会）や学校などの関係機
関・団体との連携を強め、災害時の対応を迅速に行う
ため総合防災訓練を開催します。
　それぞれの自主防災会が地域の実情に合わせて自ら
立案した訓練計画を実践します。各自主防災会の訓練
詳細は、自治会の回覧板等でご確認ください。
　積極的に参加し、災害への備えを再確認しましょう。

【日時】８月 27 日㊏　午前９時～正午
　訓練実施当日は、午前９時に防災行政無線でサイレ
ンを鳴らします。訓練の目的をご理解の上、ご協力を
お願いします。
　●荒天または災害時は中止（小雨決行）。
　●当日、午前７時 30 分に態度決定の放送をします。

【訓練想定】
　午前９時、茨城県沖を震源とするマグニチュード 8.4
の地震発生。市域で震度６弱を観測。その後茨城県沿
岸に大津波警報が発表。
※自主防災会によって、独自想定を加える場合があ
ります。

【訓練の流れ】
①サイレンや地震防災訓練アプリの音を合図に、次の
「身を守る行動」を取りましょう。

　〇倒れやすい家具などから離れる
　〇机の下に身を隠し、頭、体を守る
　〇揺れが収まるまで動かない
②続いて、所属する自主防災会の訓練計画に従って行
動しましょう。

【指定避難所を午前11時まで開設】
　避難所での受付手順や市防災倉庫の備蓄品等を確認できます。ご自宅から最寄りの指定
避難所までの避難経路や家族の行動手順などを確認しましょう。

　　　◆催事等のため、訓練当日に開設しない指定避難所
　　　　×茨城大学付属特別支援学校（津田）×中央図書館（元町）
　　　　×老人福祉センター高場荘（高場）　×しあわせプラザ（神敷台）

【市、関係機関の訓練】
　災害対策本部・避難所開設運営のほか、通信訓練、救護所開設、道路等の被害状況調査・
応急対策などを実施します。

◆総合防災訓練をよりリアルに！～地震防災訓練アプリ～◆
　訓練時間をエリアメールのブザー音で知らせてくれるスマート
ホン向け「地震防災訓練アプリ」との連携が可能となりました。詳
しくは、市ホームページをご覧ください。

【問合せ】生活安全課☎内線3211、2

８月27日㊏　
総合防災訓練開催

　
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
、
災
害

時
、
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
の
は
、
ま

ず
自
分
、
家
族
、
そ
し
て
近
所
だ
と

改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
地
域
の
つ
な

が
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
、
い

ざ
と
い
う
時
に
も
、
情
報
共
有
や
助

け
合
い
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
行
政
に
は
で
き
る
だ
け

頼
ら
ず
、
地
域
の
安
全
は
自
分
た
ち

で
守
る
。
そ
ん
な
地
域
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
愛
着
あ
る
地
元
で
、
悲
し
い
こ
と

は
起
き
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
一
人
で
も
多

く
の
人
を
守
り
た
い
。
こ
れ
は
団
員

み
ん
な
の
想
い
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
仕
事
や
家
庭
を
持
ち

な
が
ら
も
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で

訓
練
を
重
ね
て
い
ま
す
。
ま
た
、
普

段
か
ら
の
交
流
が
、
い
ざ
と
い
う
時

の
連
携
に
も
活
き
て
く
る
の
で
、
地

域
の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
盛
り

　
私
た
ち
の
地
域
で
は
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
で
き
る
だ
け
多
く

の
方
に
訓
練
に
参
加
し
て
も
ら
う
た

め
、
学
校
を
は
じ
め
、
地
域
の
団
体

と
連
携
し
、
三
世
代
の
住
民
参
加
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

　
訓
練
内
容
は
、
放
水
や
消
火
な
ど

体
験
型
の
も
の
、
東
日
本
大
震
災
を

テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
、
炊
き
出
し

な
ど
、
毎
年
変
化
を
つ
け
、
楽
し
み

な
が
ら
学
べ
る
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。

　
防
災
訓
練
が
、
防
災
に
対
す
る
意

識
の
再
確
認
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
一
つ
の
き
っ
か

け
に
な
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

上
げ
な
が
ら
、
先
輩
方
か
ら
受
け
継

い
だ
消
防
団
を
、
次
の
世
代
に
つ
な

い
で
い
き
た
い
で
す
。

　
も
し
も
の
時
、
私
た
ち
は
も
ち
ろ

ん
出
動
し
ま
す
が
、
被
害
を
で
き
る

だ
け
防
ぐ
に
は
、
皆
さ
ん
に
防
災
の

意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
重
要

で
す
。

　
そ
の
た
め
、
私
た
ち
は
、
消
防
ポ

ン
プ
車
で
の
定
期
的
な
パ
ト
ロ
ー
ル

な
ど
を
行
い
、
予
防
活
動
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
防
災
訓
練
で
も
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
、
い
ざ
と
い
う
時
、

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
準
備
、
そ

し
て
災
害
に
備
え
る
防
災
へ
の
意
識

を
再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

消
防
団
は
、
年
齢・性
別・職
業
を
問

わ
ず
、
住
民
の
方
で
組
織
さ
れ
、
地

域
の
災
害
時
に
駆
け
つ
け
ま
す
。
今

回
は
、
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技

大
会
で
優
勝
し
た
第
25
分
団
分
団
長

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

自
分
の
身
は
自
分
で
守
る

地
域
の
安
全
は
地
域
で
守
る

地
域
へ
の
想
い

地
域
の
防
災
意
識
を

高
め
る

三
世
代
参
加
型
の
訓
練
で

地
域
の
輪
を
広
げ
た
い

地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る

消　防　団自主防災会

地域のつながりが
防災力を高める

一人でも多くの人を
守りたい

第25分団分団長

照 沼 克 久
七町目自主防災会長

柴 田 磐 郎

▲指定避難所で資機材を確認する様子

▲市防災訓練ホームページ

地域のつながりが
防災力を高める
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市営住宅（定期・随時）入居者募集
●申込期間・選考方法
　【定期募集】８月 10 日㊌～ 31 日㊌
　定員以上の申込があった場合は抽選
　【随時募集】８月 10 日㊌～先着順
●申込条件

　市内に住所または勤務先があり、収入基準など
に該当する方。
※申し込みは１世帯１カ所。複数の住宅を申し

込むことはできません。また、定期募集と随時
募集の両方に申し込むこともできません。

●申込場所
　住宅課（市企業合同庁舎２階）
●抽選会・説明会（定期募集のみ）
　〇日時　９月２日㊎　午後２時～
　〇場所　第３分庁舎２階防災会議室１、２
●入居日
　【定期募集】10 月 20 日㊍～ 11 月２日㊌
　【随時募集】入居申込日から最短で１カ月後
●その他

　入居希望者は、住宅課で配布している「市営住
宅入居申込みのご案内」をお読みください。市ホー
ムページからダウンロードすることもできます。

【問合せ】住宅課☎6212、3※ 1　単身可　※ 2　高齢者世帯向け　※ 3　車椅子世帯向け

２月11月５月 ８月

■募集する住宅（定期募集）
　住　宅　名 住　　　所 募集戸数 間取り 家　　賃 駐車場 備考

1 鹿島台アパート 稲田1114番地 1 2DK 4,400 ～ 8,300 　 ※ 1
2

高場第 1 アパート
高場3丁目19番地1 1 3DK 25,300 ～ 49,700 ○ 　

3
高場3丁目18番地1

2 3DK 26,000 ～ 51,100 ○ 　
4 1 2DK 24,700 ～ 48,600 ○ ※ 2
5 高場第 2 アパート 高場6丁目7番地1 3 3DK 20,300 ～ 39,800 ○ 　
6 西大島アパート 西大島3丁目14番15 2 3DK 20,900 ～ 42,900 ○ 　
7 東大島アパート 東大島3丁目23番 1 3DK 19,700 ～ 38,700 ○ 　
8 深谷津第 1 アパート 中根869番地の1 2 3DK 20,600 ～ 42,100 ○ 　
9 深谷津第 2 アパート 中根3312番地の2 5 3DK 23,700 ～ 49,700 ○ 　
10 松戸アパート 松戸2丁目12番 2 3DK 20,000 ～ 39,300 ○ 　
11 薬師台アパート 小砂町1丁目4番地 1 3DK 9,200 ～ 14,400 ○ ※ 1
12

弥生アパート
馬渡2866番地

1 2DK 9,900 ～ 10,100 ○ ※ 1
13 4 3DK 10,200 ～ 17,200 ○ ※ 1
14 馬渡3898番地 1 2DK 10,400 ～ 10,500 ○ ※ 1
15 第 2 田宮原住宅 田宮原4038番地の4 2 3DK 23,300 ～ 45,800 ○ 　
16 平磯住宅 平磯町152番地の6 2 3DK 18,700 ～ 37,900 ○ 　
■募集する住宅（随時募集）

　住　宅　名 住　 　所 募集戸数 間取り 家　　賃 駐車場 備考
1 東中根アパート 中根3600番地の62 1 3DK 15,600 ～ 30,700 ○
2 松戸アパート 松戸2丁目12番 2 3DK 20,000 ～ 41,100 ○ 　
3 向野アパート 馬渡2655番地の2 1 3DK 18,400 ～ 21,300 ○ 　
4 第１田宮原住宅 田宮原4355番地の1 5 3DK 15,100 ～ 39,900 ○ 　
5 第１ひばりヶ丘住宅 西十三奉行11423番地の1 1 2LDK 25,300 ～ 49,700 ○ ※ 3
6 東塚原住宅 殿山町1丁目4番 2 2DK 9,600 ～ 16,700 ○ ※ 1
7 平磯住宅 平磯町152番地の6 1 3DK 18,700 ～ 36,800 ○ 　

　現在、全ての住宅に住宅用火災警
報器の設置が義務となり、全国的に
も設置率が向上しています。これに
伴い、火災による死者数も減少して
おり、確実に効果が現れています。
　しかし、料理をしている最中に誤
報が鳴り、うるさいので止めてし
まったり、電池が切れてもそのまま
放置してしまったりするケースが多
く報告され、問題となっています。

◆点検・お手入れのポイント
●定期的に作動確認をしましょう
　　点検ボタンを押すか点検ひも

をひっぱって、反応がなければ
本体の故障か電池切れです。ご
使用になっている警報器の取扱
説明書をよくお読みになり年２
回を目安に点検をしましょう。
●定期的にお手入れをしましょう
　　ほこりが付着すると正常に作

動しない場合もあります。定期
的にお掃除をしましょう。

●製造年月を調べましょう
　　警報器は、約10年で寿命となります。製造年月を調べ、10

年を経過している場合は取り替えることをお勧めします。
【問合せ】ひたちなか・東海広域事務組合消防本部
　　　　 予防課☎271-0735

住宅用
火災警報器の
点検をしましょう

ご存じですか？
防災無線
テレホンサービス

デジタル無線で医療機関との
通信訓練

　地震などの大きな災害が発生すると、被災地への電話が殺到し、回線が混雑す
るため電話がつながりにくくなります。通常、救急車などの救急隊員は携帯電話
で医療機関との連絡を行っていますが、災害時にはこの通信が困難になることが
予想されます。
　そこで、ひたちなか・東海広域事務組合消防本部では、7 月 4 日から 15 日に
かけて、救急現場と医療機関との間で携帯電話による通話が困難となった場合を
想定し、デジタル無線と「茨城県防災情報ネットワーク」を活用した、通信訓練
を実施しました。
　この訓練では、消防本部と管内の４つの医療機関が参加して行い、携帯電話が
使用できない非常時でも、デジタル無線と「茨城県防災情報ネットワーク」を介
して、現場の救急隊、119 番を受信する通信指令課、医療機関の３者を結ぶ通信
網が十分に機能することが確認されました。

◆茨城県防災情報
　ネットワークとは
　高速で大容量の情報が
送受信できる光回線を活
用し、県と各市町村、各消
防本部、救急医療機関など
の防災機関（283施設）を接
続し、衛星回線や地上回線
を利用して、道路通行止
め・避難所開設など各種災
害情報の共有を行うネッ
トワークのこと

【問合せ】ひたちなか・東海広域事務組合消防本部　総務課☎271-0733

災害時にも万全の救急体制を
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設置なし 設置あり

■住宅火災100件
　あたりの死者数

（住宅用火災報知器の設置）

▲正常に作動していれば
　ブザーや音声が鳴ります。

ピッピッ！
火事です！

ひたちなか・東海広域事務組合
消防本部　通信指令室

デジタル無線

光回線

光回線

通話
できない

救　急

病　院
県防災情報
ネットワーク
システム

市町村

国

自衛隊

救急車から病院への
連絡イメージ

　市は、防災無線の放送内容を確認できるテレホンサービスを運用しています。
放送塔や戸別受信機から流れる放送を聞き逃してしまった場合にご活用ください。

放送内容の確認は　☎２７５－３
さ い が い な し

１７４
※過去 48 時間に行われた直近の放送内容を確認できます。
※放送直後は混み合っている場合がありますので、話中の際は少し時間をおいてから、再度お試しください。
【問合せ】生活安全課☎内線３２１１、２
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　日本最大の豪華客船「飛鳥Ⅱ」が、9 月 10 日㊏に函館発横浜着の仙台
ひたちクルーズのなかで常陸那珂港区へ初寄港します。寄港に合わせて
船内見学会を開催しますので、このチャンスにぜひ申し込みください！
●日　　時　９月 10 日㊏　13：30 ～ 14：30
●場　　所　茨城港常陸那珂港区中央ふ頭
●定　　員　80 人
●申込方法　８月 24 日㊌（必着）までに往復はがきで申し込み
　　　　　　（１枚で 2 人まで申し込み可）。

○応募多数の場合は抽選とし、８月末に当選結果を申込者全員に郵送
します。

○当選後の見学者変更はできません。
○幼児や小学生も1 人とし、小学生以下は保護者と一緒に申し込みください。

　＜往復はがき記入例＞

【問合せ】㈱茨城ポートオーソリティ「飛鳥Ⅱ」茨城港常陸那珂港区
　　　　　おもてなし実行委員会　☎ 264-2502
※詳細はホームページ（URL：http://www.ipac-web.jp/）をご覧ください。

豪華客船「飛鳥Ⅱ」が
常陸那珂港にやってくる！ 

船内見学会の参加者募集

飛鳥Ⅱ「撮影：中村庸夫」

〒◯◯◯-◯◯◯◯

代表者の
★住　所
★名　前

返信

申込者全員の
①氏名
②性別
③年齢
④住所
⑤電話番号

〒◯◯◯-◯◯◯◯

代表者の
★郵便番号
★住　　所
★名　　前

返信

代表者の
①郵便番号
②住所
③氏名
④電話番号
⑤入場希望人数

往信

㈱茨城ポートオーソリ
ティー「飛鳥Ⅱ」
茨城港常陸那珂港区
おもてなし実行委員会

〒 319-1113

那珂郡東海村照沼
768-27 （記入不要）

往信

茨城高専
「ロボコン事務局」

〒 312-8508

ひたちなか市中根
866 （記入不要）

行

　ワンちゃんにも海水浴を楽しんでもらおうと「姥の懐マリ
ンプール」を「ドッグプール」としてオープンします。今年
の夏の暑さでワンちゃんもちょっとお疲れかもしれません。
そんなときは、「ドッグプール」での水遊びで楽しくリフレッ
シュしてあげてはいかがでしょうか。
●日　時　８月 22 日㊊～ 28 日㊐　午前９時～午後４時
●場　所　姥の懐マリンプール
●料　金　入場無料　駐車料金　800 円
【問合せ】観光振興課☎内線 1347

　 「アイデア対決・全国高等専門学校ロボットコン
テスト」は、若い人たちに「自らの頭で考え、自ら
の手でロボットを作る」ことの面白さを体験しても
らい、発想する事の大切さやものづくりの素晴らし
さを共有してもらう全国規模の教育イベントです。
　関東甲信越地区の高専学生が、与えられた競技課
題に対し、アイデアを駆使してロボットを製作し、
その成果を競います。驚きのアイデアと技術をぜひ
ご覧ください。
●日　　時　10 月２日㊐　午後１時開演
●会　　場　市総合運動公園総合体育館
　　　　　　（新光町 49）
●入 場 料　無料
●申込方法
　９月５日㊊（必着）までに往復はがきで申し込み
　１枚につき２人まで。申し込み多数の場合は抽選。

【問合せ】茨城工業高等専門学校☎ 271-2830

高専ロボコン 2016
関東甲信越地区大会

ワンちゃんの水遊びスポット

「ドッグプール」開設

　魚食の普及推進に関する条例の制定を記念し、魚食を活かしたまちづ
くりについて語り合います。楽しいお魚の話やおいしいお魚料理を食べ
に、ぜひご参加ください。
●期　日　８月 28 日㊐
●場　所　ワークプラザ勝田
●内容等
　●第１部　シンポジウム　　午後１時～４時 45 分
　　　　　　参加費無料　先着 300 人
　　〇講演　「『お魚白書』からみた日本の食卓」
　　　　　　根本悦子（クッキングスクールネモト主宰）
　　〇リレートーク
　　　「若者と女性が担う魚食の地域未来づくり」 

①「ひたちなかの海には美味しい魚がいっぱい」　磯崎
漁業協同組合青年漁業者

②「活躍！おいしい那珂湊の魚を食べてもらい隊」　那
珂湊漁業協同組合女性部

魚食の普及推進に関する
条例制定記念シンポジウム
「魚のおいしいまちひたちなか」の地域未来づくり

③「食べてほしい多彩なひたちなかの水産加工食品」　那珂湊水
産加工業協同組合青壮年部

④「地域力をいかした子育てママと園児のためのお米と魚の食育
実践活動」　はなのわ幼稚園ＰＴＡ

⑤「地魚が食べられる飲食の街をめざして」季のもの地の酒「十五屋」
　　〇パネル討論　　 司会：二平章（茨城大学人文学部客員研究員）
　　　「魚

とと

条例をいかした『魚のおいしいまちひたちなか』をつくろう」
　
　●第２部　旬魚料理交流会　　午後５時～６時 30 分
　　　　　　参加費 3,000 円・小学生以下無料　先着 200 人
　　「食べよう！おいしい茨城の魚」

千葉信一シェフプロデュース。市内の有名シェフ・料理長が腕を振
るいます。

【申込み・問合せ】
８月 22 日㊊までに
ひたちなか商工会議所
那珂湊支所
☎ 263-7811
ＦＡＸ 263-6859
Ｅメール
 minato@hcci.jp ▲おいしい魚料理を食べて、まちを盛り上げましょう！

あすか
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■生涯学習センター
講座№ 講　座　名 回数 開催時期 曜日・時間 対象者 定員

807 からだセルフケアノルディックウォーキング 3 11月 火曜日
9：30～11：30 成人

15人

808 チャレンジＤ・Ｉ・Ｙかんたん大工しごと 3 11月 土曜日
9：00～11：30 15人

■１中地区コミュニティセンター
814 バランスコーディネーション簡単なストレッチと筋トレ 6 10月～

12月
第2・4木曜日

13：30～15：00 成人
20人

815 すこやか生活のススメ
快適冬の過ごしかた 3 10月～

12月
水曜日

13：30～15：30 16人

■那珂湊コミュニティセンター
825 ピラティスで体力アップ 6 10月～

12月
第2・4木曜日

9：30～11：00 成人
20人

826 紫芳の字手紙ひと文字に想いを 5 10月～
12月

火曜日
9：30～11：30 20人

■平磯コミュニティセンター
835 ひらいそ庵十割そばを打つ 2 11月・

12月
土曜日

9：30～12：30 成人 12人

■市毛コミュニティセンター
844 のびのび子育て親子で楽しむ英語リトミック 8 10月～

1月
月曜日

10：00～11：30
2 歳～ 3 歳
児と保護者

15組
30人

845 湧くわく倶楽部暮らしの雑学講座 6 10月～
12月

第1・3水曜日
13：30～15：30 成人 16人

■津田コミュニティセンター
854 心豊かに！暮らしの講座和食の基本と生活の知恵 3 10月～

12月
第2水曜日

13：30～16：00 成人
20人

855 着物をリメイク眠っている着物を素敵な服へ 5 10月～
11月

金曜日
9：00～11：30 10人

■田彦コミュニティセンター
864 生活習慣病の予防食旬の食材を活かした家庭料理 4 10月～

1月
第4火曜日

9：30～12：00 成人
25人

865 ハーブとアロマで潤い生活 6 10月～
12月

第1・4月曜日
10：00～12：00 15人

■前渡コミュニティセンター
874 いきいき健康体操自宅でできる簡単ストレッチ 8 10月～

1月
月曜日

10：00～11：30 成人
20人

875 そば打ち教室二八そばを打つ 3 12月 土曜日
9：30～12：00 12人

■佐野コミュニティセンター
講座№ 講　座　名 回数 開催時期 曜日・時間 対象者 定員

884 佐野料理教室健康を考える 3 9月～
11月

月曜日
9：30～12：00 成人

24人

885 イベント・ケーキを作ろう初心者にもやさしいケーキづくり 3 9月～
11月

第4土曜日
9：30～12：00 18人

■大島コミュニティセンター

894 ベビーマッサージ心とカラダのリフレッシュ 5
9月～
11月 水曜日

10：00～12：00
2 ～ 6 カ月
児と保護者

15組 
30人

895 飾り巻き寿司教室 4 10月～
1月

月曜日
9：30～12：00 成人 16人

市生涯学習講座（後期）受講生募集

●受講資格　市内に居住・通勤・通学している方
●受 講 料　講座回数× 100 円（上限 2,000 円）

※未就学児を対象とする講座は無料。材料費、テキスト代、入場料
等が必要な講座は別途受講者負担。

●申込期限　８月31日㊌　必着
●申込方法　往復はがき

※１講座につき１人１枚。往復はがき以外の申し込みは受け付けません。
　＜往復はがき記入例＞

※親子対象講座（No.844・894）は、往信用裏面に「⑨子の氏名（ふ
りがな）、⑩子の性別、⑪子の生年月日」も記入してください。

●受講決定　○９月 14 日㊌までに受講決定通知等を送付します。
　　　　　　○申し込みが定員を超えたときは抽選により決定します。
　　　　　　○定員の半数に満たない講座は、中止する場合があります。
●そ の 他　 各講座の詳細は、生涯学習センターまたは各コミュニティ
　　　　　　センターに置いてある募集要項をご覧ください。
【問合せ】生涯学習センター☎272-6301

〒◯◯◯-◯◯◯◯

申込者
★住　所
★名　前

返信

①講座№
②講座名
③開催場所
　（○○コミセン）
④氏名（ふりがな）
⑤年齢・性別
⑥郵便番号
⑦住　所
⑧電話番号

往信

「生涯学習講座」
� 行

〒 312-0045

勝田中央 14-9
生涯学習センター （記入不要）

憧れの
元プロ選手と
野球教室

　少年野球の楽しさを子どもたちに体験してもらおうと
（一財）世界少年野球推進財団（ＷＣＢＦ）が開催している
「ＪＡ全農ＷＣＢＦ少年野球教室」が、７月 30 日、ひた
ちなか市民球場で行われました。
　同教室には、市内のスポーツ少年団チームの選手・指導
者・保護者 210 人が参加。講師には、元プロ野球選手の川
口和久さん（巨人ＯＢ）、市川和正さん（横浜ＯＢ）、宮本
慎也さん（ヤクルトＯＢ）、緒方耕一さん（巨人ＯＢ）な
どが登場し、キャッチボールやバッティングなどの基本技
術を「これぞプロ」という分かりやすさで教えていました。
　憧れの選手から直接野球指導を受けた子どもたちは
「バッティングのタイミングが分かった」「かっこいい」
「プロ野球選手になりたい」と目をキラキラ輝かせながら
話し、夢のような体験を楽しんでいました。

▲宮本講師の内野手指導に真剣な眼差しで取り組む子どもたち

▲ひたちなか市　本間市長（左）
　から広島市安佐北区　立岩区
　長（右）に引き継がれました。

　終着駅が持つ魅力を活かしたローカル鉄道の活性
化やまちづくりを考える「終着駅サミット」は、平
成 25 年に富山県南砺市の城端線で始まり、過去３
回は北陸の地で開催されてきました。４回目となる
平成 28 年度は、ひたちなか海浜鉄道湊線が走るひ
たちなか市がバトンを引き継ぎ、平成 28 年 7 月 30
日、「第４回終着駅サミット＆第３回ローカル鉄道
サミット」（主催：ローカル鉄道・地域づくり大学
　共催：ひたちなか市）がホテルニュー白亜紀で開
催され、市内外から 265 人が参加しました。
　当日は、基調講演やパネルディスカッションが行
われ、地方鉄道に詳しい音楽プロデューサーの向谷
実さんから、湊線の駅のオリジナル発車メロディ製
作が提案されるなど、湊線の延伸の話題を中心に熱
い意見が交わされました。また、「湊線と地域が共
に発展していくため、ローカル鉄道の存在意義や延
伸による様々な効果を理解してもらいながら、鉄道
は自分たちのもの、みんなで作っていこうという気
持ちも大切」と、締めくくられました。
　次回開催地は、ＪＲ可部線の延伸事業が進んでい
る広島市安佐北区。終着駅の魅力に着目したサミッ
トは全国へと広がっていきます。

ローカル鉄道と地域づくり
～終着駅サミット＆ローカル鉄道サミット開催～



★３館共通　
９月休館日　９月５日、12日、20日、23日、26日

●中央図書館� ☎ 273-2247
■おはなしの会
日時　毎週水曜日　午後３時 30 分～　場所
　おはなしのへや　対象者　幼児・小学生
■こどもえいがかい
日時　８月28日㊐　①午前 10 時 30 分～　②
午後２時～　場所　視聴覚室　内容　ディズ
ニーアニメ「シンデレラ」　対象者　幼児・小学生
■読書会～読んで、話して、聞いてみる
　次の３つの短編を事前に読んできて、感想
など話してみませんか？本を読んでいなくて
も、興味のある方はぜひご参加ください。
日時　９月 11 日㊐　午前 10 時～正午　場所
　集会室　短編　①夏目漱石「倫敦塔」②「太
宰治「佳日」③車谷長吉「鹽

しおつぼ

壷の匙」　申込
み　集会室で当日受付

●那珂湊図書館� ☎ 263-5499
■かみしばいタイム
日時　８月 28 日㊐　午前 11 時～　場所　お
はなしのへや　内容　かみしばい「ぷかぷか
じまのおしゃれなとこやさん」ほか　対象者
幼児・小学生
■ファミリーシアター
日時　８月 30 日㊋　午前 10 時 30 分～　場
所　視聴覚室　内容　おじゃる丸「マロもだ
いすき月光町」ほか　対象者　幼児・小学生

●佐野図書館� ☎ 270-3811
■おはなしのかい
日時　９月１日㊍　午後３時 30 分～　場所
おはなしのへや　対象者　幼児・小学生
■こどもえいがかい
日時　９月３日㊏　①午前 11 時～　②午後
２時 30 分～　場所　視聴覚室　内容　アニ
メ「かぐや姫」ほか　対象者　幼児・小学生
■夏休みこどもえいがかいスペシャル
▼第１部　日時　８月 28 日㊐　午前 10 時～
場所　視聴覚室　内容　アニメ「ピノキオ」
対象者　幼児・小学生　▼第２部　日時　８
月 28 日㊐　午後２時 30 分～　場所　視聴覚
室　内容　「夏の庭―The　Friends」　対象
者　小学校高学年・中学生～一般
■神田真紅　郷土史講談のつどい
日時　９月 24 日㊏　午後２時～　場所　視
聴覚室　講師　神田真紅氏（日本講談協会）　
内容　水戸出身の女性講談師が語る郷土ゆか
りの民話『華蔵院の化け猫』を楽しむ　定員
　先着 50 人　費用　無料　申込み　要事前
申し込み。９月１日㊍　午前９時～直接また
は電話で佐野図書館

●田彦コミュニティセンター� ☎ 274-5222
■男の台所
日時　毎月第３土曜日（年 10 回）　午前９時
～正午　定員　若干名　費用　15,000 円／年
（別途入会金 1,500 円）
■彩の会
日時　第２・第４土曜日　午後１時 30 分～
４時　内容　水彩、油彩など　定員　若干名
費用　月 2,500 円

●１中地区コミュニティセンター�☎ 275-2671
■スタースタージャンプダンススポーツ少年団
日時　毎週土曜日　午後１時 30 分～４時　
対象者　幼児から中学生　定員　若干名　費
用　月 1,000 円

●津田コミュニティセンター　☎274-4121
■ひまわり会（カラオケ）
日時　第１・２・３日曜日　午後１時～午後
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５時　定員　若干名　費用月 3,500 円
●大島コミュニティセンター� ☎ 274-1226
■トライビクス笑って暖
日時　第１・３土曜日　午前 10 時～ 11 時 30
分　内容　ボール、ダンベル、ロープを用いた
健康体操　定員　若干名　会費　月1,000円
■大島コミセンお月見イベント
　「仲秋の名演～落語とジャズの夕べ～」
日時　９月４日㊐午後６時～ 8時　内容　二
松亭ちゃん平氏（社会人落語家）の落語と，
星野由美子氏（ジャズボーカリスト＆ピアニ
スト）のジャズライヴ　費用　無料

●中小企業の無料法律相談
日時　９月 16 日㊎　午後１時～４時　場所
県弁護士会館（水戸市大町 2-2-75）　内容　
弁護士による中小企業に関する無料法律相談
（要予約）　申込み・問合せ　８月 22 日㊊　
午前９時～電話で県弁護士会☎ 221-3501

図 書 館 コミセン

相 談
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■届け出に必要な書類
　○届出書…窓口に備え付けてあるほか、市ホームページからもダウンロード可
　○配置図…道路・敷地・建物の形状と出入口を確認できる図面
■届出書の受付窓口
　○個人所有の住宅などの場合…市民課または那珂湊支所
　○共同住宅、法人所有の建物の場合…都市計画課
■住居番号と決定後の流れ
①届け出を受けて住居番号を決定後、住居番号を表示したプレートの交付。②プレートを門または
玄関等、道路から見やすい場所に貼り付け。③後日送付される、住居番号付番通知書を保管。
※プレートが劣化などで脱落した場合は、都市計画課で再発行可。
※届け出をせずに住居番号と異なる番号を住所として使用すると、郵便物や宅配便などの誤
　配の原因になります。登記などの各種手続きをする前に必ず届け出をしてください。

【問合せ】都市計画課☎内線1361、2

　住居表示制度を実施している地区に住んでい
る方や住もうとしている方は、住居表示の届け
出が必要です。住居表示制度とは、建物に住居
番号を順序よく付けて表示し、住んでいる場所
をより分かりやすくするものです。建物に付け
られた住居番号は正式な住所となり、住民登録
の手続きに使用されます。

◆住居表示を実施している地区

住居表示の届け出をお忘れなく

届け出が必要な場合 届け出をする時期
建物の新築・改築 住民登録手続き前、

登記等の手続き前
店舗・事務所等の開設 所在地を決める前、

登記等の手続き前
建物の出入口の変更 工事完了後速やかに
建物の取り壊し 工事完了後速やかに

勝　田　地　区 那　珂　湊　地　区
青 葉 町 笹野町 1 ～ 3 丁目 牛久保１～２丁目 東 本 町
石 川 町 外 野 1 ～ 2 丁 目 海門町１～２丁目 富 士 ノ 上
大 平 1 ～ 4 丁 目 大 成 町 栄町１～２丁目 湊 泉 町
表 町 長堀町 1 ～ 3 丁目 釈 迦 町 湊中央１～２丁目
春 日 町 西大島 1 ～ 3 丁目 洞 下 町 湊 本 町
勝 田 泉 町 はしかべ1～2丁目 殿山町１～２丁目 山 ノ 上 町
勝 田 中 央 東石川 1 ～ 3 丁目 八 幡 町 和田町１～３丁目
勝 田 中 原 町 東大島 1 ～ 4 丁目
勝 田 本 町 松戸町 1 ～ 3 丁目
共 栄 町 元 町
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ＦＭ　水戸局　94.6MHz
　　　日立局　88.1MHz
ＡＭ　水戸局　1197kHz 午前８時 16分〜約 90秒　さまざまなイベントや耳寄り情報を発信中！

毎週金曜放送ＩＢＳラジオ「ひたちなか市からのお知らせ」

●２歳から参加できる！
　交流保育「あひるくらぶ」
日時　10 月～平成 29 年３月の毎月第２、３
水曜日（どちらか１回）　午前 10 時～ 11 時　
場所　東石川保育所　内容　園児との交流保
育　対象児　平成 25 年４月２日～平成 26 年
４月１日生まれ（既参加者除く）　定員　先着
20 組　申込み・問合せ　９月５日㊊～ 16 日
㊎午前９時 30 分～東石川保育所☎ 273-7427

●小学生親子で参加しよう！
　ワクワク体験事業 2016
　～しょう油とみそができるまで～
開催日　９月３日㊏　午前８時 30 分（出発）
～午後５時（帰着）　集合場所　ワークプラ
ザ勝田第２駐車場　訪問場所　黒澤醤油店
（ひたちなか市馬渡）、たつご味噌醸造（高
萩市上手綱）　対象者　市内小学校に通う１
年生～６年生とその保護者　定員　20 組 40
人（申込み多数の場合抽選）　参加料　大人
1,000 円、小学生 500 円　申込み・問合せ　
申込用紙に必要事項を記入の上、８月 21 日
㊐までに直接窓口またはＦＡＸでワークプラ
ザ勝田☎ 275-8000、ＦＡＸ　275-8003

●花の里親になろう！
　～花と緑いっぱいのまちプロジェクト
　「HANA.fes2016 Autumn」～
　花と緑でいっぱいの魅力あるまちにするプ
ロジェクトの第２弾、コキアをメインとした
「HANA.fes2016 Autumn」を勝田駅前の憩
いの広場で開催します。
展示期間　９月 11 日㊐～ 10 月 31 日㊊　内
容　主催者が用意した花の苗を、会場内に設
置したガーデニング箱庭に各自アレンジして
指定期間を育成する花の里親を募集。（水や
り・追肥等の管理含む）　対象者　個人、団
体（任意グループ可）、企業　箱庭　50 小間

（１小間＝縦0.9ｍ×横0.9ｍ×深さ0.2ｍ）　▼
個人　１小間　▼団体　１～４小間　▼企業 
４小間　参加料　▼個人・団体　無料　▼企
業　20,000 円　申込み・問合せ　８月 26 日
㊎午後５時までに電話で「HANA.fes2016」
実行委員会事務局（ひたちなかまちづくり㈱
内）照沼☎ 353-3181

●音楽見本市Vol.14
日時　９月 24 日㊏　午後２時　場所　文化
会館　出演者　高見信行（トランペット）、城
綾乃（ピアノ）　対象者　小学生以上（小学生
は保護者同伴）　定員　先着 80 人　費用　
１人 500 円　申込み・問合せ　８月 20 日㊏ 
午前９時～電話または窓口で文化会館☎ 275-

1122

●献血
日程（場所）　①９月４日㊐（ファッション
クルーズ）　② 29 日㊍（ジョイフル本田）　
時間　①午前 10 時～午後４時　②午前９時
30 分～午後４時　

●各種保健無料相談　
★共通　対象者　市内居住の方　
■母子保健相談
日程（場所）　①９月１日㊍、②23日㊎*、③ 13
日㊋ *　受付時間・場所　①②午前９時 30
分～ 10 時 15 分　ヘルス・ケア・センター（予
約不要）　③午後１時 15 分～２時　那珂湊保
健相談センター（要予約）　対象者　生後３カ
月～１歳未満の乳児　内容　身体計測、保健
相談　持ち物　母子健康手帳、乳児はフェイ
スタオル　その他　＊は幼児も可（要予約）
■離乳食教室
日程　９月７日㊌　受付時間　午前９時 45
分～ 10 時（要予約）　場所　ヘルス・ケア・
センター　対象者　４～６カ月の乳児と保護
者　内容　管理栄養士による離乳食作りのデ
モンストレーション、試食（保護者のみ）　
※希望者のみ栄養相談と保健相談あり
■乳幼児歯っぴぃ相談
日程　９月 15 日㊍、28 日㊌　受付時間　午
前９時 30 分～ 10 時 30 分（要予約）　場所　
ヘルス・ケア・センター　対象者　５歳まで
の乳幼児と保護者　内容　個別での歯みがき
指導、相談　※希望者のみ栄養相談あり
■心の健康相談
日時　９月 14 日㊌　受付時間　午後１時 30
分～３時 30 分（要予約）　場所　ヘルス・ケ
ア・センター　対象者　ひきこもりや気分が
落ち込むなど、心に悩みを持ち、医師の診察
を受けていない方　相談員　精神保健福祉士
■健康相談・栄養相談・歯科相談
日程　９月 20 日㊋　受付時間　午後１時 30
分～２時 30 分（要予約）　場所　ヘルス・ケ
ア・センター　対象者　血糖値・コレステロー
ル値・肥満等生活習慣病の気になる方、口腔
衛生、妊婦・乳幼児の栄養について相談した
い方　持ち物　歯ブラシ・コップ・手鏡（歯
科相談希望者のみ）・味噌汁やスープの塩分
濃度測定をご希望の方は、汁のみを 100cc 程
度密閉容器に入れて持参。

●プレパパ・プレママ教室
★共通　場所　ヘルス・ケア・センター　対
象者　市内に住む妊婦とその家族（要予約）　
定員　各 25 組　持ち物　母子健康手帳・筆
記用具・水分補給用の飲み物　費用　無料
■Ⅰ課（妊娠前期～中期）
日時　９月２日㊎　午後１時 30 分～３時 30
分　内容　○妊娠中の生活について（食事・
口腔衛生等）　○出産について　○マタニ
ティエクササイズ　その他　運動しやすい服
装でお越しください。
■Ⅱ課（妊娠中期～後期）
日時　９月 21 日㊌　午後１時 30 分～４時　
内容　○赤ちゃんのＤＶＤ上映　○育児につ

いて　○お風呂の入れ方（実習）　○パパの
マタニティ体験　○赤ちゃん（人形）の抱っこ
体験

● 10月からＢ型肝炎の
　定期接種を開始します　
　現在、任意接種として実施されているＢ型
肝炎予防接種が、下記の方を対象に 10 月１
日から定期接種として開始されます。対象者
には，９月下旬に市から予診票を送付します。
開始時期　10 月１日～　接種場所　Ｂ型肝
炎予防接種実施医療機関（実施医療機関名簿
は予診票に同封予定）　予診票　９月下旬に
対象者に通知予定　対象者　平成 28 年４月
１日以降に生まれた乳児で、１歳の誕生日
前日まで　接種料金　無料（10 月１日～）　
接種方法　Ｂ型肝炎ワクチンを 27 日以上の
間隔をおいて２回接種し、1 回目の接種から
139 日以上の間隔をおいて３回目を接種　そ
の他　○母子感染予防のため、出生後に抗Ｈ
Ｂｓ人免疫グロブリンの投与にあわせてＢ型
肝炎ワクチンの投与を受けたことのある方は
対象外　○定期接種が開始される前に接種し
た方および１歳を過ぎて接種した方は任意接
種（全額自己負担）

●ひきこもり家族教室
日時　10 月５日㊌・11 月９日㊌・12 月７日
㊌（１日のみの参加可）　午後１時 30 分～３
時　場所　ひたちなか保健所　内容　勉強
会・フリートーク（ひきこもりについての理解
や家族の関わり方など）　講師　県ひきこも
り相談支援センター　コーディネーター　対
象者　ひきこもり状態のご家族や知人のこと
でお悩みの方、支援者など　定員　10 人　
申込み・問合せ　各開催日の２週間前までに
電話でひたちなか保健所健康指導課☎ 265-
5515　※初めての方は事前に個別面接あり

（予定）

●特定健診・後期高齢者健診集団健診
　生活習慣病の早期発見や重症化予防を目的
として、健康診査を実施します。
日程（場所）　８月 24 日㊌・25 日㊍・26 日
㊎（ヘルス・ケア・センター）、８月 29 日㊊・
30 日㊋・９月１日㊍（那珂湊保健相談セン
ター）、９月２日㊎（阿字ケ浦転作推進セン
ター）、９月８日㊍、９日㊎（ヘルス・ケア・
センター）受付時間　午前９時 30 分～ 11 時
30 分、午後１時 30 分～３時　対象者　国民
健康保険加入者（40歳～74歳）、後期高齢者医
療制度対象者　持ち物　保険証、受診券　そ
の他　自己負担金等、詳しくは６月上旬送付
の受診券に記載。市の補助を受けて人間ドッ
クを受診する方は受診不可。

募 集 保　　健
健康推進課（ヘルス・ケア・センター）

☎ 276-5222

健康診査
国保年金課☎内線1181〜4

▲コキアが咲くひたち海浜公園のみはらしの丘



介護施設などにおける安全な送迎と介護の基
礎知識を学ぶ（「福祉有償運送運転者講習修了
証書」発行）　対象者　次の①②を満たす方　
①シルバー人材センター会員または満 60 歳
以上の入会希望者で就業希望の方　②普通運
転免許証をお持ちの方　定員　15 人※選考
あり　受講料　無料（交通費、食事は各自負
担）　申込み・問合せ　９月 15 日㊍までに（公
社）市シルバー人材センター☎ 273-4727　※
定員に達しない場合や天候などにより、講習
を中止・延期する場合あり

●介護教室に参加してみませんか
■特別養護老人ホームサンフラワーひたちなか
日時　８月 25 日㊍　午後２時～４時　内容
元気に過ごすための話と運動　定員　20 名
費用　無料　注記　動きやすい服装で参加 
申込み　直接サンフラワーひたちなか☎285-9288
■グリーンハウスひたちなか地域交流スペース
日時　８月 28 日㊐　午前 10 時～正午　内容
家族介護者のための楽な移動や移乗介助の方
法、福祉用具の正しい選び方など　費用　無
料　申込み　直接グリーンハウスひたちなか
☎ 354-8001

●わくわくドキドキ・バーベキュー
日時　９月 10 日㊏（雨天決行）　場所　総合
福祉センター　対象者　市内在住の心身障害
児者とその家族　内容　バーベキューを通し
て、市内在住の心身障害児者とその家族、ボラン
ティアとの交流を深める　費用　 大 人（中学生
以上）1,500 円、子供（未就学児・小学生）800
円、幼児（３歳以下）無料　申込み・問合せ　
８月 19 日㊎までに社会福祉協議会身体障害
者福祉センター（照沼・阿久津）☎ 274-3241

●市民元気づくり
　グラウンド・ゴルフ大会
日時　９月 15 日㊍　（雨天時９月 16 日㊎）
受付　午前８時　プレー開始　午前９時　場
所　総合運動公園スポーツ広場　定員　先着
370 人　費用　300 円（当日徴収）　申込み・
問合せ　９月２日㊎までに①団体グループ名
②代表者名・電話番号③参加者の住所・氏名・

性別・年齢を記入のうえ、ＦＡＸで市グラウン
ド・ゴルフ協会総務（石川）ＦＡＸ 212-6635

●高校３年生の皆さんへ　自衛官等募集
■防衛大学校学生

受　付
期　間

推薦・総合選抜　9 月５日㊊～９月８日㊍
一般（前期）　９月５日㊊～30日㊎　
一般（後期）　１月21日㊏～27日㊎

第１次
試験日

推　　薦　　９月24日㊏・25日㊐　
総合選抜　　９月24日㊏
　　　　　　（推薦との併願不可）　
一般（前期）　11月５日㊏・６日㊐　
一般（後期）　平成29年２月18日㊏　

その他 修学年限は４年。卒業後１年で陸・海・空
の幹部に任官

■防衛医科大学校医学科学生
受付期間 ９月５日㊊～ 30 日㊎

第１次試験日 10 月 29 日㊏・30 日㊐　

その他
修学年限は６年。医師免許取得後、
医師として幹部に任官

■防衛医科大学校看護学科学生
受付期間 ９月５日㊊～ 30 日㊎

第１次試験日 10 月 15 日㊏　

その他
修学年限は４年。国家試験合格後、
看護師として幹部に任官。

★共通　第２次試験あり。学生手当または給
料等を支給（賞与年２回）。衣食住支給。
応募資格　日本国籍を有する高卒等（見込含
む）21 歳未満　※航空学生、一般曹候補生お
よび自衛官候補生も募集中
問合せ　自衛隊茨城地方協力本部　水戸募
集案内所☎ 226-9294　ホームページ　http://
www.mod.go.jp/pco/ibaraki/　 Ｅ メ ー ル　
hq1-ibaraki@pco.mod.go.jp

●「海上保安庁」学生採用試験
■海上保安大学校（４年制）
受　付
期　間 ８月 25 日㊍～９月５日㊊

第一次
試験日 10 月 29 日㊏・30 日㊐

受　験
資　格

４月１日において、高等学校等を卒業
した日の翌日から起算して２年を経過
していない者および平成 29 年３月まで
に高等学校等を卒業する見込みの者

申込み インターネット申込み（詳しくは「海
上保安学校試験」で検索）

問合せ　茨城海上保安部管理課☎ 263-4118
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●市心身障害者（児）スポーツ大会
　障害のある方はもちろんご家族の参加も大
歓迎！　綱引きや玉入れ、ダンスなどを通じ
てスポーツを楽しみましょう　日時　10 月
８日㊏　午前９時 30 分開会　場所　市総合
運動公園　総合体育館　申込み・問合せ　９
月５日㊊までに障害福祉課☎ 7211 ～ 7214

●市民交流センターひたちなか・ま
■ふれ愛サロン「マイグラスを作ろう」
日時　９月 17 日㊏　午後１時～４時 30 分　
場所　市民交流センターひたちなか・ま　内
容　絵柄や文字をパソコンから取り込んでガ
ラスコップに焼き付け、マイグラスを作成　
費用　300 円　定員　先着 10 人　持ち物　
ノートパソコン　申込み・問合せ　市民交流
センターひたちなか・ま☎ 276-0101（火曜
休館）

●商店街でお店を始める方を応援
　します〜商店街空き店舗出店奨励金〜
応募資格　市内商店街の空き店舗を使用して
新規開業する方など（採択審査あり）　対象
業種　小売業・飲食業・サービス業　奨励金
　１店舗 30 万円（上限）　募集枠　先着３店
舗　申込み・問合せ　毎月月末までにひたち
なか商工会議所☎ 273-1371

●儲かるお店のつくりかた、教えます!
指導回数　平成 29 年２月まで（全７回）　
各回約３時間　内容　繁盛する店づくりを目
指した経営診断・指導　講師　経営コンサル
タント水井澄人先生　対象者　小売業・飲食
業・サービス業で継続的な実践指導を受ける
ことが可能な店舗経営者（採択審査あり）　
募集枠　２店舗　費用　負担金７万円　問合
せ・申込み　８月 30 日㊋までにひたちなか
商工会議所☎ 273-1371

●福祉自動車有償運送講習
日時　９月 28 日㊌　午前９時 30 分～午後６
時 50 分　場所　ワークプラザ勝田　内容　

★共通　時間　午前９時 30 分～午後４時 30 分（昼休憩　正午
～午後１時）場所　ワークプラザ勝田　対象者　市内に在住、
または市内に勤務・通学している満 18 歳以上の方　定員　１
コース10人（応募者多数の場合抽選）　受講料　▼①～②コース
4,500 円　▼③～⑭コース　3,000 円　締切り　９月 15 日㊍　
使用環境　Windows7、Office2010　※ 持ち込みパソコン不可
■申込方法
▼往復はがき
　９月 15 日㊍（当日消印有効）までに必要事項を記入し郵送

▼パソコン・携帯電話　○ホームページ　
http://www.city.hitachinaka.lg.jp/soshiki/4/pc-
kouza3.html　○携帯電話は右記ＱＲコードか
ら申し込み　※メールの受信拒否設定は解除
してください

募 集

往信
ひたちなか市
情報政策課　行

〒 312-8501
（
記
入
不
要
）

〒◯◯◯-◯◯◯◯

★郵便番号
★住　所
★名　前

返信

平成 28年度第 3期
★名前（フリガナ）
★年齢・性別
★住所
★勤務先・通学先
（市外在住の方のみ）
★電話番号
★第1希望コース番号
★その他受講希望番号

第３期　はじめてのパソコン講座 コ　ー　ス 対象 番号 日　　程

ゆっくりコース
パソコンの基本、かんたんな文書作成
（Word）、インターネットの利用など

入門
①

9月29日㊍、10月6日㊍、
10月13日㊍

②
9月30日㊎、10月7日㊎、

10月14日㊎
じっくりWordコース
文書作成の基本、かんたんな表の作成
など

初級

③ 10月 8日㊏、10月15日㊏
④ 11月10日㊍、11月17日㊍
⑤ 11月11日㊎、11月18日㊎

じっくりExcel コース
表計算の基本、グラフの作成など

⑥ 10月22日㊏、10月29日㊏
⑦ 10月27日㊍、10月28日㊎
⑧ 11月12日㊏、11月19日㊏

ぐんぐんWordコース
文書作成の基本～応用、見栄えのよい
文書の作成など

中級

⑨ 11月24日㊍、12月 1日㊍
⑩ 11月25日㊎、12月 2日㊎
⑪ 11月26日㊏、12月 3日㊏

ぐんぐんExcel コース
表計算の基本～応用、関数の基本など

⑫ 12月 8日㊍、12月15日㊍
⑬ 12月 9日㊎、12月16日㊎
⑭ 12月10日㊏、12月17日㊏

▼ＩＴサポートセンター（ワークプラザ勝田２階）
　　抽選結果通知用に未使用の通常はがきを持参し申し込み
■抽選結果の通知
　９月 26 日㊊までに通知が届かない場合は情報政策課まで連絡
【問合せ】情報政策課☎内線2211

　　　　　　　　　　　　パソコンの困りごと相談窓口　☎ 354-8585
　　　　　　　　　　　　ワークプラザ勝田２階
　　　　　　　　　　　　ご相談・ご利用は無料です。
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●ユニバーサルタウン講座
　「ぶらり勝田・まちマップ」づくり
日時　９月 25 日㊐　午前 10 時～午後４時
30 分　場所　青少年センター　内容　誰も
が生活しやすいまちづくりを考えながら勝田
駅周辺を歩き、案内図を作成　定員　20 人
費用　無料（昼食代等は各自負担）　申込締切	
９月 21 日㊌　申込み・問合せ　○ＮＰＯ
法人生活支援ネットワークこもれび☎ 273-
8897　ＦＡＸ 273-8010　○市民活動課☎内
線 3222、ＦＡＸ 271-0851

●市外国人高齢者及び外国人重度
　障害者福祉手当を支給します
　次の支給要件に該当する方に手当を支給し
ます。９月２日㊎までに申し込みください。
■支給要件　
①「外国人高齢者※１」または「外国人重度
障害者※２」の方
②本市に引き続き１年以上居住している方
（社会福祉施設に入所している方は除く）
③厚生年金その他の公的年金を受給していな
い方
※１　外国人高齢者　住民基本台帳に記録

されている外国人のうち、大正 15 年
４月１日以前に出生した方　

※２　外国人重度障害者　住民基本台帳に
記録されている外国人のうち、昭和
37 年１月１日以前に出生した方で、
かつ昭和 57 年１月１日前に次の①②
のいずれかに該当する方　

①身体障害者福祉法に基づく身体障害者手
帳に記載されている障害の程度が１級、
２級、３級の方　
②知的障害者福祉法に基づく療育手帳に記
載されている障害の程度が〇、Ａ、Ｂの方

■支給額　月額 5,000 円　
■申込み　▼新規　受給資格認定申請書（窓
口発行）に住民票の写しおよび身体障害者手
帳または療育手帳の写しを添付し提出
※すでに受給資格を認定されている方には
個別に連絡　
問合せ　社会福祉課　☎内線 7202、7203

●ストーマ用装具の預かり保管を
　始めました
　大規模災害が発生したときに備えて、自身
があらかじめ準備した緊急用のストーマ用装
具を市役所で預かります。
対象者　市内居住者でストーマ用装具を日常
的に使用している方　事前準備　透明なビ
ニール袋（密閉できるもの）の表面に油性マ
ジックで名前、住所、電話番号を記入し、預
けておきたいストーマ用装具（付属品含む）
に入れる　※おおむね１週間分　申請時の
持ち物（申請は随時受付）　預けたい装具一
式、印鑑、最寄りの避難所を事前に確認　※
預かり期間は１年間で、継続希望者は１年ご
とに新しい装具に要交換　問合せ　障害福祉
課☎内線 7211 ～ 7214

●畑・空地等からの土石流出に注意！
　畑・空地等から道路にはみ出している土石
は、側溝の詰まり、または事故を招く原因と
もなりますので、自己所有地の適切な管理を
お願いします。
問合せ　道路管理課☎内線 6111、2

●まちかど交流館ふらっと
★共通　定業時間　午前 10 時 30 分～午後６
時（火曜定休）　場所　表町 9-3　申込み・
問合せ　まちかど交流館ふらっと☎・ＦＡＸ
276-3175
■つるし雛教室
日時　９月７日㊌、14 日㊌、28 日㊌　午後
１時～　定員　各回 10 人　費用　1,500 円
■アレンジメントフラワー教室
日時　９月 15 日㊍　午前 11 時～、午後２時
～　定員　各回 10 人　費用　3,500 円　
■ちりめん細工教室
日時　９月 16 日㊎　午後１時～　定員　10
人　費用　5,000 円
■ハンギングバスケット
日時　９月 30 日㊎　午後１時 30 分～　定員
10 人　費用　3,000 ～ 4,000 円

●小・中学生水泳大会
日時　８月 20 日㊏　午前９時～午後１時　
場所　市営石川町プール　種目　自由形・平
泳ぎ・背泳ぎ・バタフライの各 25m・50m（１
人２種目まで）　対象者　市内在住の小学３
～６年生・中学生　費用　無料　申込み　８
月 13 日㊏・14 日㊐の午前９時 30 分～ 11 時
30 分に市営石川町プール※申込用紙は各市
営プール（石川町、佐野、馬渡、枝川）で配
付　問合せ　市体育協会水泳部事務局（塙）
☎ 224-9168

●シルバー人材センター入会説明会
日程　▼入会希望者説明会　毎月第２木曜日
▼入会手続き会第３木曜日　時間　午後１時
30 分　入会資格　次のすべてを満たす方①
市内在住の 60 歳以上の方　②健康で働く意
欲があり、就業および社会奉仕活動を通じて
自らの生きがいの充実や社会参加を希望する
人　持ち物　筆記用具、（入会する方は免許
証サイズ写真２枚、ゆうちょ銀行口座番号お
よび届出印、身分証明書）　※入会時に、身
分を証明するもの（運転免許証、健康保険証
等）が必要　費用　3,000 円　問合せ　シル
バー人材センター☎ 273-4727

●どうぶつフェスティバルinかみね
日時　10 月２日㊐　午前９時～午後２時（※
雨天順延　10 月９日㊐）　場所　かみね動物
園（日立市）　対象者　４歳以上小学生まで
定員　先着 120 人　費用　事前登録者は当日
入園無料　その他　参加者にはクレヨン・ス
ケッチブックを配布。優秀者には賞状と副賞
あり　※参加登録など詳しくは市内動物病
院に問い合わせ

●「ワーク・ライフ・バランス」を
　推進する企業を応援します！ 
■「仕事と生活の調和推進計画」
　従業員のワーク ･ライフ ･バランスを実現
し、さらにいきいきとした職場とするために
「仕事と生活の調和推進計画」を策定し届出
をおこなうと、届出された計画が、県ホーム
ページに掲載され、また県の建設工事入札参
加資格審査の際に加点されます。
■「仕事と生活の調和支援奨励金制度」
　育児・介護休業法が努力義務としている休
業制度や短時間勤務制度等を導入し、実際に
制度を実施した中小企業に対し奨励金 30 万
円を支給しています。
■「ワーク・ライフ・バランスアドバイサー
　派遣事業」

　企業におけるワーク・ライフ・バランスの
取組みを推進するため、企業の実情に応じた
指導・助言を行うアドバイザーを無料で派遣
しています。
■「ワーク・ライフ・バランスセミナー講師派
　遣事業」※平成 29 年２月 10 日締切
　ワーク・ライフ・バランスの取組みを推進
するため、企業や団体が主催するセミナーへ
無料で講師を派遣しています。
問合せ　県労働政策課☎ 301-3635　

●ＫＥＮＰＯＫＵ　ＡＲＴ 2016
　茨城県北芸術祭
　県北６市町村を舞台に開催される国際アー
トフェスティバル　日時　９月 17 日㊏～ 11
月 20 日㊐　場所　日立市、高萩市、北茨城
市、常陸太田市、常陸大宮市、大子町　問合
せ　県北芸術祭実行委員会事務局☎ 301-2727
　詳しくはホームページをご覧ください。

案　　内

Ａ

●祝日の資源回収日変更
　第２・第４木曜日地区
　８月 11 日㊍⇨８月 13 日㊏
　問合せ　廃棄物対策課☎内線 3324 ～ 6

●市・県民税２期
●国民健康保険税２期
●後期高齢者医療保険料２期
●介護保険料２期
●し尿処理手数料２期（口座
振替は８月23日㊋）
●下水道受益者負担金２期
（口座振替は８月25日㊍）

8
31水

８月の納期限

●「にこにこプラザ」をご活用ください！
　ひたちなかまちづくり㈱が運営する表町商
店街の「にこにこプラザ」は、市民が気軽に
交流する場として、企業家を育てている場お
よび中心市街地を元気にする場として開設し
ています。
■シェアオフィス　起業を目指す方、小ス
ペースで仕事場を持ちたい方に。　料金　月
間 20,000 円　入会金　5,000 円　
■会議室　グループや各種団体でのミーティ
ングに利用可。　最大集容認数　18 人　料
金　▼午前９時～正午　1,500 円　▼午後１
時～５時　2,000 円　▼午後６時～ 10 時　
2,000 円
■多目的スタジオ　各種レッスン、スクール
など、さまざまな用途で利用可。　設備　大
型スクリーン、音響設備　料金　▼午前９時
～正午　3,000 円　▼午後１時～５時　4,000
円　▼午後６時～ 10 時　4,000 円
■café tamariba　コーヒーやランチ・ディ
ナーを楽しめる憩いの空間。　時間　午前
11 時 30 分～午後２時　午後５時～９時
問合せ　ひたちなかまちづくり㈱☎ 353-3181



●イベント会場は右の地図を参考にしてください。
●イベント内容は変更になる場合があります。
　詳細はホームページでご確認ください。

イベントスケジュール

15：00〜　　　　 正門開放　
15：00〜18：00　勝田駐屯地夏まつり
　　　　　　　　　（ちびっこ広場＆模擬販売店）
17：40〜19：20　オープニングセレモニー
　　　　　　　　　花火大会開会式　
19：30〜20：30　花火大会

15：00〜17：30　こども神輿・ストライダー
15：00〜21：00　勝田TA･MA･RI･BA酒場

12：15〜12：30　本祭り開会式　
12：30〜16：50　ウォークラリー
12：45〜16：00　ひたちなかダンス広場2016
13：00〜15：20　太鼓広場
14：00〜15：30　浴衣コンテスト
16：00〜21：00　山車・神輿パレード、市民山車
18：00〜20：00　素敵な明日のダンスパレードコンテスト
21：00〜21：15　総合閉会式

12：00〜16：00　警察署・自衛隊・消防署車両展示
12：00〜16：00　三輪車レースH-1グランプリ
12：30〜16：50　ウォークラリー
13：00〜15：00　かぶとむしクジ引き
13：00〜21：00　勝田TA･MA･RI･BA酒場
16：00〜21：00　太鼓広場
16：00〜21：00　山車・神輿パレード　

12：30〜15：00　こどもイベント「オリジナルうちわ作り」
13：00〜20：00　ひたちなか市民交流市　
13：00〜20：00　サウンドシップサマーフェス2016

●40時間リレーマラソン
　19日㊎20：00　スタート
　21日㊐12：00　ゴール
●nature山　21日㊐　9：00〜20：00
●nature海　21日㊐　9：00〜20：00

【問合せ】第22回ひたちなか祭り実行委員会☎272-0540

●日時　８月21日㊐　12：00〜16：00
●場所　公共広場
　　　　（win-winビルとホテルの間）
●内容
　子ども遊び・創作コーナー、元町自治
　会コーナー、舞台コーナーなど
【問合せ】
市民交流センターひたちなか・ま
☎276-0101

　ひたちなか祭り開催に伴い、次の期間
ご利用できなくなります。
●期間　８月18日㊍　9：00
　　　　〜22日㊊　17：00
【問合せ】
商工振興課☎内線1342

20日㊏

21日㊐

1 陸上自衛隊勝田駐屯地

4 ステージ事業

5 石川運動ひろば

3 表　町

3 表　町 ひたちなか祭り in
ひたちなか・ま

■市営勝田中央駐車場の
　利用停止のお知らせ

2 勝田中央

6

～ちいさな子どもの笑顔のために～

花火開催の音声自動案内
☎0180-99-3396
〈利用可能時間〉

22日㊏
10：00～22：00

15：00～21：30 17：00～21：30
18：30～21：30

祭り会場20日㊏の交通規制

12：00～22：00

祭り会場21日㊐
の交通規制

6 公共広場公共広場

122016年（平成 28年）8月 10日

■市役所　〒 312-8501 東石川2丁目10番1号　■那珂湊支所　〒 311-1292 和田町2丁目12番1号

@hitachinakacity

●ホームページ
●市報専用サイト
●まちの話題ブログ
●Google ＋ページ
●YouTube

http://www.city.hitachinaka.lg.jp
https://hitachinakacity-info.blogspot.jp
https://hitachinakacity.wordpress.com/
https://plus.google.com/115182071908133242648/
https://www.youtube.com/user/hitachinaka082210

市内の主な行事予定 8月11日～9月10日
8月

9月 September

August

市の花 市の木 市の鳥

いちょうはまぎく うぐいす

ひたちなか市市民憲章
　わたくしたちは、豊かな海と緑につつまれた
自然の中で、文化の薫り高い世界にひらかれた
まちをめざすひたちなか市民です。

１自然を愛し人にやさしい環境を
� つくります

１たのしく働きともに支えあう
� 家庭をつくります

１きまりを守りみんな仲よく
� 助けあいます

１未来と世界に目をひらき
� 人と文化の出あうまちにします

１スポーツや芸術に親しみ
� 笑顔のふれあうまちにします

11 木祝

ティーンズロックイン・ひたちなか2016　
国営ひたち海浜公園

那珂湊海上花火大会　19：00～20：30

那珂湊漁港

13 土
ロック・イン・ジャパン・フェスティバル
2016　～14日　国営ひたち海浜公園

阿字ヶ浦ランタンナイト　19：00～21：00　

15 月 献血　9：30～16：00　ファッションクルーズ

20 土

ひたちなか祭り花火大会　19：00～20：30

陸上自衛隊勝田駐屯地

ドゥナイトマーケット　18：00～21：00

湊泉町地内

阿字ヶ浦ランタンナイト　19：00～21：00

21 日 ひたちなか祭り　表町通り・昭和通り

22 月 ドッグプール　～28日　９：00～16：00

姥の懐マリンプール

4 日
献血　10：00～16：00　ファッションクルーズ

野菜・干物直売　9：00～11：00

那珂湊駅１番線ホーム

10 土
飛鳥Ⅱ寄港おもてなしイベント
13：30～14：30　常陸那珂港

●市報発行日

25 木 ●市報発行日
27 土 総合防災訓練　9：00～12：00　

28 日 献血　10：00～16：00　セイミヤ馬渡店

31 水 献血　9：30～16：00　ジョイフル本田
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